
神戸大学研究基盤センタ䞊
研究設備䝃䝫䞊䝖センタ䞊整備事業

䊠㻙㻝㻚整備事業採択時䛾背景

䊠㻚 本学䛾整備事業䛾概要

䊠㻙㻞㻚整備事業䛾目的

●大学機器資産䛾把握
●予約䞉䝴䞊䝄䞊Ⓩ録䞉機器検索等䛾䝅䝇䝔䝮䛾大改革
●分析機器䛾共ྠ利用䞉䝸䝴䞊䝇䛾推進
●優䜜た人材育成䛾実施
●財源確保䠄節電䞉料金見直し䞉ཷ託事業䠅
●䝬ネ䝆䝯ン䝖能力䛾あ䜛人材䛾育成
●劣化した研究設備䛾改築䞉更新
●䝬䝇タ䞊プ䝷ン䛾構築

● 悪化しつつあ䜛大学䛾研究環境䛻対抗し䛶、研究設備䝃䝫䞊䝖センタ䞊整備事業䛜
全国䛷㻞㻜㻝㻝年以降䛻開始㻚

● 神戸大学䛷㻞㻜㻝㻡年䛻本整備事業䛾採択さ䜛 (㻞㻜㻝㻡年～㻞㻜㻝㻣年度㻕



䊡㻚本整備事業䛾組織体制、推進体制

●全学委員会䛾設置㻔整備計画ᑓ門委員会㻕

●研究設備䝬ネ䝆䝯ン䝖体制䛾構築㻔コ䝕䜱ネ䞊タ䞊䛾採用㻕

●研究設備䝃䝫䞊䝖推進室䛾センタ䞊ෆ䛾設置䠄組織図䠅

●研究設備支援室㻔㻠部門㻕䛾センタ䞊ෆ䛾設置

学長

学術研究推進機構䠄機構長䞉理事㻔研究䞉産学連携担当㻕㻕

研究基盤センタ䞊センタ䞊長

副センタ䞊長

研究設備䝃䝫䞊䝖推進室

䞉研究設備共ྠ利用化推進
䞉研究設備機器䝕䞊タベ䞊䝇管理

䞉䝴䞊䝄䞊䞉䝅䝇䝔䝮管理

研究設備䛾共ྠ利用推進

䞉研究設備䝸䝴䞊䝇推進
䞉研究設備䝬䝇タ䞊プ䝷ン䛾更新

研究設備䛻関わ䜛企画立案

機器分析部門(分析機器利用、依頼分析)

極低温部門 䠄寒剤利用)

加㏿器部門(加㏿機器利用、依頼分析)

放射線統括安全管理室

䞉密ᑒ線源䞉業務従事者管理
䞉全㢠放射線5施設䛾統括

䞉放射線安全委員会

䞉放射線主任者連絡会䞉核燃料物質管理委員会

䞉エック䝇線装置安全管理員会䛸䛾連携

䜰䜲ソ䝖䞊プ部門(放射線施設利用、依頼分析)



䊢㻚 ྲྀ組事例䛾紹
䊢㻙㻝㻚 㻚分析機器䛾䝕䞊タベ䞊䝇化䛸機器検索䝅䝇䝔䝮䛾作成 㻔㻞㻜㻝㻢㻛㻥完成㻕

● 機器分類䛿、 㻞ྡ法㻔大分類䞉ᑠ分類㻕を採用
● 䝕䞊タベ䞊䝇䛻䛿㻝㻢個䛾大分類䛸㻝㻠㻝個䛾ᑠ分類を使用
● 㻞㻤㻠個䛾共ྠ利用機器をH㻼䛻Ⓩ録
● 検索䝅䝇䝔䝮䠄j 㻽uery䠅をH㻼䛻付与



䊢 㻙㻞㻚 情報の発信場であ峵嵒崳嵍嵤崊嵓ＨＰを作製・公開 ŋŕœŔřŒŗŌ
䊢㻚 ྲྀ組事例䛾紹



䊢㻙Ŗ. 機器予約嵣利⽤実績確認システ嵈ィKシス)の作製 ŋŕœŔřŒśŌ
●本䝅䝇䝔䝮䛿研究基盤センタ䞊䛜作製.

●本センタ䞊䛾共ྠ利用機器䠄30ྎ䛾機器䠅䛾予約䞉課金䝅䝇䝔䝮.

Kシス Rシス Bシス

䊢㻚 ྲྀ組事例䛾紹



䊢㻙ŗő 研究設備共同予約システ嵈ィBシス)の作製 ŋŕœŔŚŒŔŔŌ
●部局研究室䛻散在す䜛分析機器を共ྠ利用機器䛸し䛶Ⓩ録.

●16ྎ䛾分析機器(SEM, AFM, Biacore, 蛍光分析装置, 蛍光顕微鏡)をⓏ
録.

●機器所᭷教員䛜使用ྍ否権を持つ.

●所᭷教員䛜利用料金䛾90%を確保、研究基盤センタ䞊䛜10%を確保.

䊢㻙Řő 設備利⽤者登録システ嵈ィRシス)の作製・運用 ŋŕœŔŚŒŗŌ
●୕部門䛾機器利用者䛾一括webⓏ録.

㻿㻱M A㻲M  㻿㻼A㻠㻜㻜

䊢㻚 ྲྀ組事例䛾紹



崓嵕嵒嵤嵉嵤タィ2カ15)ィ学内予算と整備事業間接経費) FE-SEMィ2カ18)قセンタ嵤積⽴⾦により購⼊ك 崒ス嵇ウ嵈コ嵤タ嵤ィ2カ18) ك⼊センタ嵤積⽴⾦により購ق

䊢㻙Ś㻚 3台の新規機器の導入 ŋŕœŔŘŒŖ~現在）
超遠心機 ィ2カ15)ィ農学部寄付) 有機微量元素分析装置 ィ2カ17)ィ企業寄付) 全反射蛍光Ｘ線装置 ィ2カ17)ィ企業寄付)

䊢㻙řő 10台の嵒嵎嵤ス機器の発掘 ŋŕœŔřŒŖ~現在ك
䊢㻚 ྲྀ組事例䛾紹



䊢㻙㻤㻚 人材育成のための活
䊢ŐśŐŔő 職員か峳の延べ422件の月報告 ŋŕœŔřŒŖ~現在Ō

特命技術員䞉研究支援推進員
䛾422件䛾᭶報告

䊢ŐśŐŕő 12名職員の崼嵍崊嵤嵔崻嵍嵤の実施ŋŕœŔśŒŔ~現在）
STEM機器૿当者قA氏كの評価表
AA: ９0点以上 (5)   A: 80〜8９点以上كڰق B: 77９〜ڬ点كگق
C: 60〜6９点 ك2ق D: 点未満ڬ6 كڭق E:評価峔し (0ق

技術段階 䝇キ䝹項目

Skill Up䊠 ● 機器䛾構造䛸原理䛾理解
● 多機能機器䛾観察動作䛾熟知
● 和英䛾自己流䝬䝙䝳䜰䝹作成
● 䝴䞊䝄䞊へ䛾機器操作䛾実技指ᑟ
● 䝯䞊䜹䛻任さ䛺い講習会䛾講師

Skill Up䊡 ● 材料系䛸バ䜲䜸系䛾試料前処理法䛾習得
● 多機能機器䛾元素分析動作䛾熟知
● 試料䛾前処理法䛾文書化
● 試料前処理䛾実技講師
● 機器䛾軽度修理䛸修理情報䛾文書化
● 䝯䞊䜹䛾機器講習会䛷䛾学習

Skill Up䊢 ● 䝕䞊タ解析力䛾向ୖ
● 学会Ⓨ表䞉原著論文䛾投稿掲載
● 後⥅者䛾育成

Skill Up䊣 ● 䝴䞊䝄䞊へ䛾最適研究法䛾指ᑟ
● 新規技術䛾Ⓨ見

䊢㻚 ྲྀ組事例䛾紹



䊢㻙㻥. 研究基盤センタ嵤の諸活
䊢㻙㻥㻙㻝. 5回の若⼿崽嵕ンテ崋崊の開催 ŋŕœŔŘ〜現在）
●2020年度䛾若手フロン䝔䜱䜰䛿コロ䝘禍䛻よ䜚中止

2019年度䛾若手フロン䝔䜱䜰

䊢ŐŜŐŕő 6年分のセンタ嵤報の作成 ŋŕœŔŘ~現在Ō

6年度分䛾2014年度～2019年度䛾
センタ䞊報告

●センタ䞊報䛿研究基盤センタ䞊䛾統計資料

䊢㻚 ྲྀ組事例䛾紹



2カカカ万

1カカカ万

3部門の合計電気料⾦

カ万

1558万円

1499万円

396
万円

節電開始2月

341
万円

59
万円

2カ16 2カ17 2カ18 2カ19

1163万円

1218万円

䊢㻙㻝㻜. 財源強化の試み
䊢㻙㻝㻜-1. 3部門の節電効果 ŋŕœŔśŒŕ~現在Ō

䊢㻙㻝㻜-2.  機器利⽤料⾦の改訂

●2017年䛾機器利用料金䛾値ୖげ実施
●2年毎䛻機器利用料金䛾見直し
●2019年䛾機器利用料金䛾据え置䛝

●年間400万䛾節電を達成

䊢㻚 ྲྀ組事例䛾紹



䊢㻙㻝㻜. 財源強化の試み
䊢㻚 本学䛾整備事業䛾成果

䊢㻙㻝㻜-3. 有料の電顕講習会の開催

第25䞉26回電顕
䝔キ䝇䝖

第23䞉24回䛾電顕
䝔キ䝇䝖

第23回䛾電顕講習会
参加者

●23rd 神⼾⼤学細胞構造研究会 (神⼾2018/11):参加者32名
●24th 神⼾⼤学細胞構造研究会 (東京2019/6)   :参加者17名
●25th 神⼾⼤学細胞構造研究会 (東京2020/6)   :コロナ禍峕峲峴中止
●26th 神⼾⼤学細胞構造研究会 (東京2019/6)   :コロナ禍峕峲峴中止



䊢㻙㻝㻞. 嵆スタ嵤プ嵑ン原案の提出 ィ2カ2カオ9)

䊢㻙㻝㻝. コ嵕崲禍の機器利⽤ ィ2カ2カ~2カ21)
䊢㻚 本学䛾整備事業䛾成果

●コロ䝘禍䛻よ䜚機器使用時間䛾減少䛸利用料金䛾減収
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● 電顕ཷ託䝃䞊ビ䝇䛾準備

● 劣化した研究施設䛾更新

● 新規機器䛾更新䛾⥅⥆

● コ䝕䜱ネ䞊タ䞊人材䛾確保

● 任期付䛾技術職員䛾常勤化

● 優秀䛺教員䛾確保

● 䝬䝇タ䞊プ䝷ン䛾更新

Ⅳ. 後䛾課㢟


